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～　ひとつのことばが　～

１０月の行事予定通学路合同点検

　先日、大村警察署交通課・市道路整
備課・市教委等から担当者においでい
ただき、昨年度、改善を要望した箇所
を点検し、今後の工事等の見通しを確
認しました。来年度になりますが、通学
路の安全について、更に改善を要望し
たい箇所については、今後、また皆様
から情報を得たいと考えています。

 「うぇっ！」と思わず叫んだあと、すかさず「やまだ～っ！！」と、佐藤くんの
大きな声が聞こえてきました。
 そこで私は、「佐藤くん。汚れて嫌だったことはわかるけど、呼び捨てはよくない。
気持ちを伝えたかったら、もう一度、言いなおしなさい。」と指導しました。
 すると佐藤くんは「山田さん……汚れた水がはねて嫌だったから、気をつけてね。」
と、山田さんに伝えました。すると、山田さんは素直に「ごめんね。」と佐藤くんに
謝りました。
 もしも、「やまだ～っ！！」と呼び捨てのまま、佐藤くんが話を続けていたら…。
きっと山田さんに対して、厳しい言葉が投げられていたでしょう。でも、「山田さん」
から話が始まることで他の言葉も角が取れ、受け取る相手の表情も和らぎます。
ひとつの言葉が、他の言葉に影響を与えることを学んだ一場面でもありました。
 今月の全校集会では、「優しい言葉」をテーマに話をしました。ご家庭でも話題に
していただけるとありがたいです。

 私が担任をしていたときの話です。
 （ ※出てくる名前は仮名です。）
 そうじの時間、教室のそうじを行っていた
佐藤くんと山田さんが、同じバケツで汚れた
ぞうきんをゆすいでいました。
 山田さんがゆすぎおわって、ぞうきんを絞る
と……運悪く山田さんが絞ったぞうきんの水が
佐藤くんにはねてしまいました。
  

 （３年：エレナ）

 


